































































































































































































が、「日中国交の正常化の 50 周年である 2022
年を契機に、中日関係を新たな段階に促進し
ていく」ことを約束したということです。2021
年は、そのために力を蓄え、不断に努力を重
ね、少しずつ進めていく過程であり、何もし
ないで消極的に 2022 年を待ち続ける過程で
あってはなりません。これに対して、双方と
も冷静な認識を保ち、積極的に実際の行動を
とるべきです。 
最後に、王国維先生の詩句を借りて、私の
発言を終わらせていただきます。「試上高峰
窺皓月，偶開天眼覷紅塵。可憐身是眼中人 」4
（『浣渓沙・山寺微茫』）。私たちはそれぞ
れの限界から脱出しようと努力し、広い視
野・大局的な視点を持ち、高遠な理想的な目
標を抱いて、現実の中日関係を観察していく
べきです。しかし残念なことに、（現段階で
は）双方はまだ現実から抜け出すことができ
ず、あるいは、着実に障害を乗り越え、模索
していくしかありません。この点について言
えば、2021 年の中日関係は「任重道遠（任務
は重く、それを成し遂げる道ははるかに遠い）」
であり、これに関連する努力も「未有窮期（尽
きる時はない）」のであります。 
ご清聴ありがとうございました。  
 
 
脚注 ＊ 
 
1 原文訳：「昨夜の西風は強く吹いて、青々と
した木の葉を落とさせる。一人で高い楼閣を
昇って、空の果てへの道を見渡す。」。始め
の心境とは、孤独な感じをよく体験すること
を意味する。 
2 原文訳：「服の帯がだんだんと緩んできても
後悔しない、君のために憔悴している」。痩
せても、体が壊れても構わないように、諦め
ないで追求し続けるということを意味する。 
3 原文訳：「人混みのなか、幾度と無く探しま
わったが、何気なく振り返ったところ、あの
人が消えそうな薄い灯火のそう遠くない場所
にいた」。中身は自ら現して、気づかないう
ちに納得して、運用するようにできることを
意味する。 
4 原文訳：「私は高峰に登ってみて、空の月を
覗いてみた。ふと目を開けて、騒がしい世の
中を見ていた。これでやっと自分が可哀相だ
と気づいた。なんと自分もそれらの衆生の中
の一人に属しているとわかった」。 
 
 
 
